
 

 

 

 

 

 

 

 東京大学社会科学研究所とベネッセ教育総合研究所が共同でおこなっている

「子どもの生活と学びに関する親子調査 2022」の概要版がベネッセ教育総合

研究所のサイトにアップされています。 

https://berd.benesse.jp/up_images/research/oyako_tyosa_2022.pdf 

また、『東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所 共同研究プロジ

ェクト「子どもの生活と学びに関する親子調査 2022」結果速報 「上手な勉強の

しかたがわからない」という悩みが約 7割に増加～ “学習方法の理解”は学習

意欲と成績の向上に効果があることが明らかに～』といった見出しでネットニュースにもアップ

されています。（https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001135.000000120.html） 

「学びに向かう姿勢」として「上手な勉強のしかたがわからない」と回答した子どもが 2019年

から 4年間増え続けているのがグラフからわかります。 

特に小学校をみてみると 20

ポイント近く上昇しているの

がわかります。これは新学習

指導要領が移行期から全面実

施への時期と重なってきま

す。また、コロナ禍の時期と

も重なってきます。こうした

データから、新学習指導要領

の「主体的・対話的で深い学

び」を進めるにあたっての課題やコロナ禍の影響等を読み解いていくことが必要なのではと考え

ます。また、目の前の子どもたちはどうなんだろうと感触的なものになってしまいますが、対話

をすることで、1年間の戦略を考える上で、こうした調査データは参考になるのではと思います。 

 No.208の ChatGptの紹介を読まれて、またまた感想が届きました。 

 感想を送っていただいた方は、実際に ChatGptに細かく作文を書くサポートをするにあたって

の指示を出されて試されました。その結果です。 

私：家庭教師役でお願いします 

Ｃ：はい、家庭教師としてお手伝いします。どのような科目やレべルでお手伝いが必要でしょう 

か？また、特別な教え方やご要望があれば教えてください。 

私：作文を書きだすことができるように、質問に答えたり、質問をしたりする対応をお願いします。 
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「子どもの生活と学びに関する親子調査 2022」から見えること 

続 ChatGpt感想 

https://berd.benesse.jp/up_images/research/oyako_tyosa_2022.pdf
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000001135.000000120.html


Ｃ：では、まずはどのようなテーマの作文を書くことができるようになりたいですか？ また、その作文に 

必要な要素やアイデアがあれば教えてください。 

私：作文は、はじめに、中、おわり、の三構成で仕上げられるようにして、はじめにの内容、中の内容、そ 

して終わりにの内容と、内容に関連が持てるように質問しながら、書きたい気持ちにさせてください。 

Ｃ：素晴らしいですね！それでは、今年の目標に関する作文を書くために、まずどのような目標を設定した 

のか教えてください。 

【は】 Q1.今年の目標について、どのようなことを考えていますか？ Q2.その目標を設定するにあたり、は 

じめに何かきっかけやきっかけがあったのでしょうか？ 

【中】 Q3.目標を達成するために、どのような行動を起こす予定ですか？ Q4.その行動を起こすで、どのよ 

うな困難や障害が予想されるでしょうか？対して、どのように克服していくつもりですか？ 

【お】 Q6.最後に、目標達成への期待や、次の自分がどのように変わっていきたいかについて、お聞かせく 

ださい。 

以上のように、質問を交えながら話を進めることで、作文の内容が具体的になり、読み手にも伝わり 

やすくなるかと思います。それでは、どんな目標を設定する予定がありますか？ 

私：勉強が好きになりたいと思っているので、勉強が好きになるためにがんばる目標を考えています。 

Ｃ：目標ですね素晴らしい！ それでは、以下のような質問にお答えいただきながら、作文を書いていきま 

しょう。 

【は】 私は今年、勉強が好きになることを目標にしています。 

Q1.勉強が好きになるために、何がしたいと考えていますか？ Q2.勉強が好きになることが、どのよ 

うな将来のビジョンや夢につながっているのでしょうか？ 

【中】 私が取り組むことになった目標に向けて、以下のような行動を起こす予定です。 

Q3.勉強をするために、どのような習慣を身につけたいと考えていますか？ Q4.今まで苦手だった科 

目や分野にも積極的に取り組むために、どのような方法を取る予定ですか？ Q5.勉強する上で、 

どのような困難や課題が予想されるでしょうか？ 

【お】 私が目指す勉強への取り組みによって、自分自身がどのように成長し、変化していくかについて、 

以下のような思いを抱いています。 

Q6.勉強が好きになることによって、自分自身がどのように変わっていきたいと考えていまか？  

Q7.最後に、勉強への意欲や目標達成への期待について、お聞かせください。 

以上のように、質問を交えながら話を進めることで、作文の内容が具体的になり、読み手にも伝わりやすく

なるかと思います。考えていますか？ 

 

“知識や方法を知っていることではなく、それをどう組み合わせて世の中に活かしていけるか

が問われます。AIの向こう側に私はまだ人が（人の知）いるように感じます。つまり、AIが人知

を整理して発出していると思うのです。これが、AIが自分で考えることが進んでくるとさらにど

うなるか・・・。人が人でいることの証である感情がとても大切になるように思うのです。” 

 

といった感想も述べられています。 

 

こうした AI等の進化と子どもの実態を浮かび上がらせてくれるデータや、ChatGptを実際に体

験してみることなど、学校運営協議会で対話のテーマとして使ってみることも必要なのではと思

います。                              （文責：北本） 


